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 JKA補助グループリビング 5 ヶ所で生活する 10名を対象。彼らは、筆者が前年度に実施した「グループリビング住人の生活意識に関
するアンケート調査」（以下、アンケート調査）の回答者である。本調査では、アンケート調査の調査票の末尾において、追加の聞き取り
の了承が得られた全員を対象者として選出し、調査案内を送付後、はがきで再度意思の確認を行った。 
 なお、上記のうち 1名は書面での回答となった。 
 
調査期間：                データ収集法： 














結果： 本調査では、以下の 4カテゴリーが生成された 
≪カテゴリー1≫ グループリビング入居のいきさつ 
  ＜サブカテゴリー＞（1）「自宅」の生活が続けられる ― ①食事が提供される ②立地条件が良い 
  （2）「高齢者施設」を探していた ― ①居室面積が広い ②娘の家が近い 
  （3）知人の紹介・存在 ― ①知人の紹介・存在  （4）家族に配慮 ― ①家族に配慮 
≪カテゴリー2≫ 好きに出歩き、自分の生活を維持・継続している 
  ＜サブカテゴリー＞（1）グループリビングの他の住人との関係は「近所」づき合いの一環 
                 ― ①お互いの部屋の行き来あり ②横のつながりができる ③気をつかう 
  （2）要介護時は転居も視野に入れている ― ①要介護時は転居も視野に入れている 
  （3）グループリビングの外に活動の場を持っている ― ①グループリビングの外に活動の場を持っている 
  （4）生活改善・向上に意欲 ― ①ミーティングを定期的に行う ②住人同士で助け合う 
                    ③自主的に集まりを企画する ④スタッフに要望を伝える ⑤「対等な関係」の壁 
≪カテゴリー3≫ 生活の変化に適応できず、状態が停滞・悪化している 
  ＜サブカテゴリー＞ （1）とじこもり傾向 ― ①人の部屋に入らない・入れない ②外には出ない・出られない 
  （2）心身の不調 ― ①孤独感がある ②することがない ③体力が低下した 
  （3）付き合う人の数が減少 ― ①住人の数が少ない ②他の住人と打ち解けられない ③大小のイベントに人が集まらない 
≪カテゴリー4≫ グループリビングが地域に根付かない 
  ＜サブカテゴリー＞ （1）グループリビング単位での地域交流に関心が低い 
             ― ①今の自分には必要性を感じない ②周囲の賛同が得られない （2）負担感 ― ①余力がない 
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2. ＜Aタイプ＞ 好きに出歩き、自分の生活を維持・継続している 
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